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1. 当四半期決算に関する定性的情報 
 

（1）経営成績に関する説明 

  当第 3 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原油安や円安により企業収益には回復がみら

れたものの、アジア新興国経済の減速や個人消費の回復の遅れを受けて、国内企業の生産や輸出は

停滞しており、先行き不透明な状況となっております。 

  当社グループに関係の深い化学工業界につきましても、企業収益には改善がみられるものの、国

内生産は本格的な回復には至っておりません。 

  このような状況のもと、当社グループにおきましては、引き続き化学品と機能材の二事業を基軸

とする経営を推進するとともに、中国・ASEAN 地域における海外取引の拡大並びに再生可能エネ

ルギー関連資材の販売等、環境関連ビジネスの強化に努めてまいりました。 

  この結果、当第 3 四半期連結累計期間の業績は、売上高 732 億 1 千 4 百万円（前年同期比 2.9％
減）、営業利益 10 億 5 千 4 百万円（同 22.1％減）、経常利益 12 億 2 千 6 百万円（同 17.3％減）、

親会社株主に帰属する四半期純利益 7 億 7 千 2 百万円（同 15.3％減）となりました。 

 

セグメント別の概況は次のとおりであります。 

 

【化学品事業】 

  無機薬品につきましては、主力商品のか性ソーダは市況の低迷により減収となりました。官公庁

向けの次亜塩素酸ソーダ及び活性炭は増収となりましたが、アルミニウム化合物は減収となりまし

た。その他の商品につきましては、過酸化水素及びカルシウム化合物は需要が伸長し増収となりま

したが、炭酸ソーダは減収となりました。 

  有機薬品につきましては、製紙用ラテックス、紙力増強剤は需要が伸長し増収となりましたが、

エチレングリコール及びその他の石油系溶剤は原油安による市況下落により減収となりました。 

  この結果、化学品事業といたしましては、売上高は前年同期に比べ 5.5％減の 485 億 3 千 2 百万

円、セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べ 13.0％減の 15 億 4 千 1 百万円となりました。 

 

【機能材事業】 

  包装材料につきましては、複合フィルム、ポリプロピレンフィルム等が増収となりました。合成

樹脂につきましては、フッ素樹脂及びポリエチレン樹脂が減収となりました。 

  機器類につきましては、電気関連機器は大型案件の受注により増収となりましたが、包装関連機

器や機械器具設置工事は減収となりました。 

  その他の資材につきましては、キレート剤が物件の増加により増収となりました。 
この結果、機能材事業といたしましては、売上高は前年同期に比べ 0.6％増の 227 億 2 百万円、

セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べ 14.9％減の 7 億 5 千 1 百万円となりました。 

   

【その他事業】 

   その他事業につきましては、連結子会社の曹達日化商貿(上海)有限公司の増収や、前第 2 四半期

連結会計期間から株式会社日本包装を、前連結会計年度末よりモリス株式会社を連結の範囲に含め

たことなどにより、売上高は前年同期に比べ 34.2％増の 19 億 7 千 9 百万円、セグメント利益（営

業利益）は前年同期に比べ 67.0％増の 7 千 1 百万円となりました。 
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（2）財政状態に関する説明 

 【財政状態の分析】 

当第 3 四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ 43 億 4 千 1 百万円増加いた

しました。 

増減の主なものは資産の部では、現金及び預金が 21 億 8 千 7 百万円、受取手形及び売掛金が 9 億 6

千 3百万円、商品及び製品が 6億 5千 8百万円、投資有価証券が 3億 7千 9百万円それぞれ増加いたし

ました。負債の部では、支払手形及び買掛金が 38億 2 千 9百万円増加いたしました。純資産の部では、

利益剰余金が 4億 1千 8百万円増加しております。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今後の日本経済の見通しにつきましては、個人消費の回復ペースが遅れており、企業が先行きに

対して一段と慎重になっている傾向があります。また、中国をはじめとするアジア新興国経済の減

速に伴い輸出や生産が停滞する懸念もあり、事業環境に不透明感が強まっております。 

 このような事業環境のもと、当社グループは引き続き化学品と機能材の二事業を基軸とする経営

を推進するとともに、財務体質の強化と経営の効率化を図り、収益力の向上に向けて邁進する所存

でございます。 

 なお、平成 27 年 5 月 12 日に開示いたしました平成 28 年 3 月期の通期の連結業績予想につきま

しては、主力製品の市況低迷等、最近の化学品事業及び機能材事業の業績動向を踏まえ次のとおり

修正しております。 

 

平成 28 年 3 月期 通期（平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日）連結業績予想 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 一株当たり 

当期純利益 
 
前回発表予想(A) 

百万円

104,000

百万円

1,770

百万円

1,930

百万円 

1,200 

円銭

        48.11

今回修正予想(B) 97,000 1,280 1,460 920 36.89

増減額(B－A) △ 7,000 △ 490 △ 470 △ 280      ―

増減率(%) △ 6.7 △ 27.7 △ 24.4 △ 23.3      ―

(ご参考)前期実績 
(平成 27 年 3 月期) 100,857 1,736 1,908

 
1,120 44.93
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2． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下

「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第 7 号 平成 25 年９

月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継

続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取

得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期

連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配

分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期

連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

   なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   当第 3四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第 3四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

 

 該当事項はありません。 
 

（セグメント情報等） 

 
   Ⅰ 前第 3四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4 月 1日 至 平成 26 年 12 月 31 日） 

 
     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

合計 
調整額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)2 

化学品

事業 

機能材

事業 

その他

事業 

売上高       

 外部顧客への売上高 51,379 22,560 1,474 75,414 ― 75,414

セグメント間の内部 ― ― 1,014 1,014 △ 1,014 ―
売上高又は振替高 

計 51,379 22,560 2,489 76,429 △ 1,014 75,414

セグメント利益 1,770 882 42 2,696 △ 1,342 1,353

（注）1.セグメント利益の調整額△1,342 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第 3四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

 

     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

合計 
調整額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)2 

化学品

事業 

機能材

事業 

その他

事業 

売上高       

 外部顧客への売上高 48,532 22,702 1,979 73,214 ― 73,214

セグメント間の内部 ― ― 1,232 1,232 △ 1,232 ―
売上高又は振替高 

計 48,532 22,702 3,211 74,446 △ 1,232 73,214

セグメント利益 1,541 751 71 2,364 △ 1,309 1,054

（注）1.セグメント利益の調整額△1,309 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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